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図１　 播種年のＡＰＩ補正有効積算気温と播種翌

年の１番草乾物アルファルファ率の関係

※  API : 土壌水分の多少を表現する指数。小さいほど干ば

つ状態であることを示す。

※  API 補正有効積算気温：播種後 API が３以上になってか

ら積算し、API ３以下が７日間以上連続する場合は積

算から除外した。

※ 播種翌年１番草乾物アルファルファ率6.59％：播種翌々

年年間乾物アルファルファ率35％を確保するための目

標値であり、アルファルファ定着の目安とした。

図２　 播種年のＡＰＩ補正有効積算気温と播種

翌年のアルファルファ越冬性の関係

図３　 最大土壌凍結深実測値と最大土壌

凍結深推定値の関係 表４　 チモシー主体アルファルファ混播草地における播種

晩限マップ（必要な有効積算気温を70％確率で確保

できる播種日）

※確率は1994年～2013年の20年間の気象データに基づく。
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